
Ni-L3,-L2吸収端における X 線磁気円二色性を示す 

人工軟 X 線吸収スペクトルのベイズ分光            

 

山﨑大雅, 岩満一功 A, 熊添博之 B, 岡田真人 C,D, 水牧仁一朗 E, 赤井一郎 B             

熊本大学大学院自然科学教育部, A熊本大学技術部, B熊本大学産業ナノマテリアル研究所, 

C東京大学大学院複雑理工, DNIMS, EJASRI 

 

X 線磁気円二色性(XMCD)スペクトルは、磁性材料のスピン状態の情報を含んでいる。我々は、

XMCD スペクトルの解析にベイズ分光法[1]を適用することで、ベイズ自由エネルギーを情報量

規準とするモデル選択によってスピン状態分裂の情報を、そして事後確率分布を得ることによ

って推定精度を伴ったスペクトルパラメータの情報を抽出する手法を開発[2]した。 

対象とした XMCD スペクトルは、NiFe2O4における Ni2+を想定した有効ハミルトニアンを考え

合成したものであり、計測データを模倣するために有限のスペクトル幅とノイズを与えた。ベ

イズ分光法を適用した結果、差分スペクトルである XMCD スペクトルから元の-/+helicity X

線吸収スペクトルそれぞれを再現することに成功した。ポスターでは、本手法の詳細や具体的

なパラメータ推定値等を示し議論する。 
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